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１．研究計画の概要 

朝鮮半島の各地に高句麗・百済・新羅や加
耶諸国が並び立ち、覇を競い合った三国時代
は、地域ごとにさまざまな特徴をもった墳墓
が盛んにつくられた時代でもあった。これま
での研究により、この時代の墳墓は、おおむ
ね木棺墓→木槨墓→竪穴式石槨墓→横穴
式・横口式石室墓、という順序で築造された
ことが明らかにされている。しかし、これら
の墳墓の名称に用いられている「棺」・「槨」・
「室」という用語は、明確に定義されずに用
いられてきた。その結果、実際の構造や性格
が大きく異なる埋葬施設が、用語の共通性に
より関連づけられるなど、墓制の時空的な変
遷を理解する上で、さまざまな問題が生じて
いるのが実情である。 
 そこで本研究では、墳墓資料の実態を整理
して、朝鮮三国時代の墳墓における棺・槨・
室の概念の再定義を試み、その具体的な構造
の地域性と変遷を明らかにすることで、三国
時代墳墓研究に新たな視角を提供すること
を目的とする。具体的には、（１）「棺」構造
の復元と、その特質の解明、（２）「槨」構造
の特質の検討、（３）「槨」から「室」への変
遷過程の解明、という３つの課題に取り組む
ことを計画した。 
 
２．研究の進捗状況 
 この３年間における研究の進捗状況を要
約すると、以下の通りである。 
（１）百済地域における横穴式石室の出現展
開過程と、棺の構造・機能変化に対する検討 
 最近、調査例が増加している漢城期百済の
横穴式石室の特徴を検討し、棺の構造・副葬
品の組み合わせ・被葬者数などにおいて、熊

津期百済の横穴式石室とは大きな違いがあ
ることを明らかにした。特に棺は、先行する
土壙木槨墓や竪穴式石槨墓のものと構造
的・機能的に共通することを明らかにした。 
 
（２）新羅・加耶地域における竪穴系墓室に
おける棺・槨の再検討および、横穴式石室の
出現過程の検討 
 出土した釘・鎹やその他の痕跡を手がかり
として、新羅および加耶諸国が位置した洛東
江流域に築造された竪穴系墓室内部に存在
した木製構造物の復元を試みた。その結果、
木槨や竪穴式石槨の内部には、被葬者を保護
し、副葬品の配置空間と区別する構造物があ
り、機能的に「据え付ける棺」として評価で
きることを確認した。また、洛東江以西地域
における出現期横穴式石室を分析した結果、
石室の構造および棺の構造・機能には多様性
があり、新羅系横穴式石室が広がる６世紀中
葉以降、「開かれた棺」の使用が一般化する、
との見通しを立てることができた。 
 
（３）植民地朝鮮における考古資料撮影技術
の考古学史的検討 
 今回の研究を進める中で、植民地朝鮮にお
いて日本人が調査研究した古墳の再検討が
必要であり、特に写真資料の再評価で重要で
あることに気がついた。そこで、研究代表者
の勤務する京都大学考古学研究室に残され
た未公開写真資料や、韓国・成均館大学校博
物館所蔵の藤田亮策旧蔵ガラス乾板を検討
対象として、植民地朝鮮における考古学調査
において、どのような歴史的背景のもとでそ
れらの写真が撮影されたのかについての基
礎的な検討を進めた。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

 ３年間の研究では、主に検討資料が豊富な
朝鮮半島南部（百済地域・新羅・加耶地域）
の墓制を対象とし、棺・槨・室の復元と機能
の推定を通して、その変遷を整理してきた。
その結果、横穴系墓制の出現を契機として槨
墓から室墓への変化がおこり、棺の機能も変
化することを明らかにできた。また、被葬者
を安置する空間を確保する槨や室の構造は、
外的要因により変化しやすいのに対して、被
葬者を保護し、他の空間と区別する機能をも
つ棺の場合は、ある段階まで従来の伝統を維
持する傾向があることが、地域・時期を越え
て確認できた。 
こうした成果は、埋葬施設の変化を、集団

の移動や地域間関係の変化の反映と解釈す
る場合が多い従来の研究は、再考されねばな
らないことを意味する。そしてこうした実証
的な検討作業の実践により、墓制を通した社
会構造の復元をおこなうためには、棺の構造
と機能の変化のあり方や、副葬品の埋葬パタ
ーンなど、墓制を構成する諸要素を総合的に
検討することが必要であることを示すこと
ができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ３年間の研究を通して、新たな視角から朝
鮮三国時代の墳墓の変化の大枠を把握する
ことができた。残り１年間を通して、地域ご
との具体的な変遷過程についての整理と、地
域間の影響関係の整理検討を進める必要が
ある。また、朝鮮半島における墓制の変化は、
日本列島における墓制の変化とある程度連
動しているのではないか、という見通しも得
ている。資料の不足から十分な検討ができて
いない朝鮮半島北部の墓制の検討と合わせ、
同時代の東アジア世界における墓制の変動
との関連性について、詰めの検討を進めてい
く必要がある。 
今回の検討を通して、新たに研究を進める

必要があることに気がついた、植民地朝鮮に
おける写真撮影技術の検討については、今回
の研究期間で、その全てを解決することは困
難である。残された課題について整理をし、
次の研究費補助金の課題として申請できる
よう準備を進めたい。 
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